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・献血における1年間の算定方法が52週に変更されます

・血液センターホームページ移転のお知らせ

・健康ミニ知識 vol.16 花粉症と献血
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3月10日（土）に釜石市の釜石情報交流センターに献血バスが

お邪魔いたしました！当日は、36名の方々に献血ご協力いた

だきました。ご協力ありがとうございました！

2018年4月1日から「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則」が一部改正され、献血におけ
る1年間の算定方法が「365日」から「52週（364日）」に変更されます。
これに伴い、全血献血の年間総献血量や成分献血の年間献血回数が上限に達した方など、一部の方については、
2018年4月1日以降、献血カードに表示された次回献血可能日の1日前から、献血いただくことが可能となる場合
がございます。なお、詳細については、献血会場の職員にお尋ねください。

■次回献血可能日が繰上げとなる例
2017年4月2日を起算日とした400ｍL献血の年間総献血量が上限（1,200ｍL）に達した男性の場合

（献血カードに表示された400ｍL献血の次回献血可能日は「H30.04.02」)

基準改正後の2018年4月1日以降、年間総献血量または年間献血回数が上限に達した場合の次回献血可能日は
起算日から数えて1年後の同じ日付ではなく、同じ曜日となりますので、ご理解をよろしくお願いいたします。

※2018年4月1日以降に献血にご協力いただいた場合は、改正後の基準に基づき、1年間を「52週（364日）」として算
定した次回献血可能日が献血カードに表示されます。それ以降は、献血カードに表示された次回献血可能日が実際の献
血可能日となります。

1回目の400ｍL献血
（起算日）

2回目の400mL献血
（年間800ｍL）

3回目の400mL献血
（年間1,200ｍL)

次回献血可能日

基準改正前
（2018/3/31以前）

2017/4/2(日) 2017/7/10 2017/10/25 2018/4/2(月)

基準改正後
（2018/4/1以降）

2017/4/2(日) 2017/7/10 2017/10/25 2018/4/1(日)

【基準改正前の次回献血可能日】
1年を365日と算定するため、

2018年4月2日（月）

【基準改正後の次回献血可能日】
1年を52週（364日）と算定するため、

2018年4月1日（日）

1年（365日）

1年＝52週（364日）

（例）



■岩手県赤十字血液センターホームページ

http://www.iwate.bc.jrc.or.jp/

2016年1月号より、ホームページでも当広報誌「Blood
Information」が閲覧できるようになりました。毎月下
旬 に 最 新 号 を 掲 載 す る 予 定 で す ！
ぜひご覧ください。

Data
岩手県の献血・供給状況（2月）

岩手県の献血状況 岩手県の供給状況

平素より岩手県赤十字血液センターのホームページをご覧いただき、誠にありがとうございます。
現在、血液センターでは新たなホームページ（以下「ＨＰ」）の構築を進めており、平成30年4月1日からの運用

開始を下記のとおり予定しているところです。今後も当血液センターＨＰをよろしくお願いします。

血小板

成分献血

558人

16.7%
血漿

成分献血

223人
6.7%

200ｍL献血

149人

4.5%

400ｍL献血

2,413人

72.2%

献血受付者数

3,770人
献血者数

3,343人

【献血状況】

全血献血は200ｍＬ換算で4,975本、400mL献血率

（400ｍL献血者数／全血献血者数）は94.2％でした。

現行ＨＰの運用終了について 新規ＨＰの運用開始について

日

時 平成30年3月31日（土） 平成30年4月1日（日）0時公開

注

意

事

項

現行ＨＰについて、現在ご使用中のブラウザの
お気に入り等にブックマークしていただいてい
る方は、大変お手数ですが、新規ＨＰにアクセ
スいただいた後、再登録いただきますようお願

いいたします。

同時刻以降に現行ＨＰにアクセスした場合、新
規ＨＰに遷移するページが表示されるよう対応
いたしますが、こちらでの作業の関係上、当該
ページは平成30年4月2日以降に表示される予定

です。

花粉症は、花粉によって生じるアレルギー疾患の総称

であり、主にアレルギー性鼻炎とアレルギー性結膜炎が

生じます。

花粉症とは？

花粉症の治療薬と献血の可否について

花粉症の予防は、下のような項目が考えられています。

●花粉情報に注意する。

●飛散の多い時の外出を控える。

●飛散の多い時は窓、戸を閉めておく。

●外出時にマスク、メガネを使う。

●帰宅時は、衣服や髪をよく払ってから入室する。

洗顔、うがいをして、鼻をかむ。

●毛織物等のコートの使用は避ける。

治療中であれば、その程度によって、また献血に差し支え

が出るような強い症状の場合は献血をご遠慮いただいています。

症状が軽い場合は花粉症の薬を服用しても多くの場合は献血にご協力いただけます。

※セレスタミン等ステロイド含有薬は、最終服用日を含む3日間は献血不可。

※お薬の服用がある方は、薬剤名（現物またはお薬手帳の持参等）をお知らせください。

赤血球製剤

4,409単位

38.9%

血漿製剤

1,151単位

10.2%

血小板製剤

5,775単位

50.9%

供給本数

11,335単位

【供給状況】

赤血球製剤は200mL換算で4,409単位の供給でした。

岩手県内の医療機関には、岩手県赤十字血液センター、奥州

供給出張所、そして青森県にある八戸出張所の3カ所からお届

けしており、県境を越えた広域需給体制を構築しております。


